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表 1. 2013年度前期情報倫理テスト実施状況 
対象者 対象者数 受験者数 
学部新入生 10611 9528 


































































表 2. 得点分布(人数) 
得点 学部 大学院 得点 学部 大学院 
～29 34 15 35 489 75 
30 22 7 36 890 120 
31 49 9 37 1326 194 
32 78 17 38 1936 262 
33 152 22 39 2268 285 
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対象者 対象者数 受験者数 合格率(1回目) 
学部 10611 9528 88.2% 


































得点 ～29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 
学部 34 22 49 78 152 299 489 890 1326 1936 2268 1985 
大学院 15 7 9 17 22 56 75 120 194 262 285 52 
表2 得点分布(合格点36点) 
学部 
大学院 
図2 項目B(学部・大学院比較) 
 両者ともに低特性群での正答
率が4割程度で，群が上がるに
つれ，正答率も上昇 
 学部正答率は77.8％，大学院
正答率は94.2％ 
 ソフトウェアのライセンスに
関して，学部よりも大学院の
方が理解度が高い。 
項目B：購入したソフトウェアは自分の所有
するコンピュータであれば何台にでもインス
トールすることができる。 
2. 項目特性図(同正答率・異傾向) 
低特性群では，メール内容
が盗み読まれる危険性につ
いての理解度が低い。 
項目1 
項目2 
項目1：メールの内容は，送信者と受信者以
外の第三者に盗み見られることは無い。 
第1群の正答率 
 項目1:65.6% 
 項目2:82.8％ 
項目4：大学で契約している電子資料のデー
タベースから研究に関連する文献を効率よく収
集するため，ダウンロード支援ソフトを利用し
た。 
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図1 項目A(学部・大学院比較) 
学部 
大学院 
図3 項目1と項目2の比較 
図4 項目3と項目4の比較 
項目3 
項目4 
第1群の正答率 
 項目1:35.2% 
 項目2:54.5％ 
